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１．はじめに 

 近年，個人宅を狙った空き巣・強盗犯罪が増加しているた

め，個人で守れるところは個人で守るための簡易な監視装置

を開発する必要性が社会的に高まりつつある。また，高齢化

社会において，独居高齢者の増加が挙げられ，家族が離れた

場所にいても，確認したいときに状況をすぐ確認できるよう

な装置が求められている。今回開発した小型セキュリティ監

視装置は，セキュリティ企業が介在するような中規模以上の

システムではなく，一般家庭でも導入しやすい装置とし， 

様々なサーバ機能を持ち，ネットワーク経由での遠隔監視も

可能なものとした。 

 

２．開発したシステム 

2.1 オープンソースを利用した開発 

本開発研究で組み込んだ機能を図１に示す。 

 
図 1 搭載機能の構成 

 

このセキュリティ監視装置には，動体検知用として人体検

知センサを搭載している。このセンサ信号は，シリアル通信

ポートに接続してある。また，本開発研究には，プラットフ

ォームとしてオープンソースのオペレーティングシステム

（OS）である Linux を活用した。Linux は，開発当初からネ

ットワーク関連のライブラリが充実しており，アプリケーシ

ョン開発するための環境構築がしやすい利点がある。
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たとえば，コマンドラインでの開発も行いやすいため，

GUI の環境による動作スピード低下を考慮する必要がなく，

利用する CPU のスピードに機能が左右されることも少ない。

開発には，Linux のディストリビューションとしてメジャー

である RedHat，Debian，Vine 等をカスタマイズすることで，

必要な機能に絞った Linux を構成することができ，アプリケ

ーションを搭載しても比較的小さなリソースで構成するこ

とができた。 

 

2.2 サーバ機能の搭載 

 LinuxOS の機能を，基本起動部分，FTP サーバ，メールサ

ーバ，センサ機能動作アプリケーション，カメラ機能動作ア

プリケーションに絞り込み，システム資源の省資源化を図っ

た。現時点では 250MB 程度の中に構成しているが，128MB

以下にすることも可能である。 

 以下に，個々のサーバ機能搭載手法を示す。 

①基本起動環境の構築 

本開発装置は，少ない操作で起動設定ができ，起動と同時

に自動ログインとアプリケーション起動まで行えるように

した。 

②アプリケーションソフトウェアの自動起動 

アプリケーションの自動起動および確認はコマンド # 

chkconfig --add または # chkconfig --list により行った。

Web サーバおよびメールサーバについては，始めにサーバ機

能を搭載する段階で自動起動に設定した。 

③FTP サーバ機能 

a)公開ディレクトリの作成 

 公開ディレクトリは/home の中に作ることにし，公開ディ

レクトリ名として「ftp_file」を作成した。 

b)FTP サーバ機能の立ち上げ 

FTP サーバの構築は /etc/proftpd.conf ファイルを編集する

ことで対応した。 

④メールサーバ機能 

メールサーバとして postfix を採用した。postfix はメンテ

ナンスが容易で動作も速い利点がある。メールサーバは，

Linux 起動時に動作する。カメラアプリケーションで撮影し
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た画像を FTP サーバにストックしておき，メールでの問い

合わせがあったときに，問い合わせメールアドレスに配信す

る。 

 

2.3  カメラアプリケーション機能の搭載 

セキュリティ監視装置に必要となる機能を搭載した試作

ボードを図２に示す。 

 

図２ アプリケーション搭載試作ボード 

 

USB 接続カメラドライバをコンパイルし，オブジェクト

ファイルを作成した。モジュール情報確認後，USB カメラ

を接続し，画像の表示が確認できた。 

画像配信については，Camserv アプリケーションを使用し

た。Camserv は，Web ベースでビデオ配信を行うアプリケー

ションである。ビデオは，「multi-part JPEGs」形式で配信さ

れ，Web ブラウザで見る事ができる。Camserv は，Video for 

Linux の API を提供する bttv ドライバの上で動く。従って，

bttv ドライバも組み込む必要がある。組み込みフローを図３

に示す。 

 

図３ カメラドライバ組み込みフロー 

 

2.4 開発装置の特徴 

 以下に開発した装置の特徴を示す。 

① 無線 LAN 対応，カメラのみで映像送信が可能 

 CPU を内蔵した Linux ボードを使用しているため，パソ

コン等の制御器がなくても設置できる。モデムやルータと直

接つなぐことが可能である。 

② 汎用性の高い JPEG 圧縮を採用  

画像圧縮に JPEG 圧縮を採用することで，様々な WEB ブ

ラウザやアプリケーションで利用することが可能となる。 

③ FTP 機能 

FTP 機能を内蔵することにより，簡単に映像を FTP 経由

でアップロードおよび配信することが可能である。 

④ 動体検知機能搭載 

動体検知機能により映像が変化したときに，特定のメール

アドレスに画像を送信することが可能である。 

⑤ 汎用ブラウザで簡単モニタリング 

WEB ブラウザを使用して，ネットワークカメラの URL ア

ドレスを指定するだけで映像確認が可能である。 

⑥ DynamicDNS 機能搭載 

自分専用の「ドメイン名」を取得し，動的に変化する IP

アドレスに関連付けを行うサービスが利用可能である。 

⑦ 無線データ通信機能 

無線 LAN の機能は，搭載 IC に PRISM3.0，Linux 動作カ

ーネル 2.4.25，無線 LAN ドライバとして  linux-wlan-ng 

-0.2.1-pre19 を利用して実現した。広く普及している無線

LAN 規格（IEEE802.11b）に対応することにより LAN の取

り回しの自由度が大きい。 

使用に際しての接続（図４）は，通常の無線 LAN 搭載機

器と同様に扱うことができる。 

インターネット

ADSLモデム カメラ装置

アクセスポイント
または

無線LANルータ

     図４ 開発装置の無線 LAN 接続例 

 

３．結 果 

本開発の全機能を搭載したシステムは，x86 系以外に

MIPS，SH-2 などに，内部ソフトウェアの組み込み方法を一

部変更することで対応することが可能である。通常，サーバ

がもっている多くの機能が搭載できたため，セキュリティ面

でも強固な装置となった。また，本開発により組み込み OS

としての Linux の有用性が確認できた。これにより，使いや

すさと設置しやすさに優れた小型セキュリティ監視装置と

して活用できるものとなった。 
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